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(57)【要約】
【課題】ケース内部へ加熱用熱交換器を装着する際の組
立て性の向上と、加熱用熱交換器とケース内壁面のシー
ル性の確保との両立を図る車両用空調装置を提供する。
【解決手段】車両用空調ユニット１０は、ケース１１の
内部でヒータコア１の挿入方向に延びるように挿入口１
００側の上下両端部それぞれに設けられる椀状のガイド
部１０１と、ガイド部１０１よりも挿入方向側で、ケー
ス１１の内部で内方に突出するとともに挿入方向に延設
される凸条部１０３，１０４と、を備えている。ヒータ
コア１の挿入の際に、ガイド部１０１は、ヒータコア１
の上部及び下部のそれぞれを包むように支持してヒータ
コア１の姿勢を保持し、凸条部１０３，１０４は、その
頂面がガイド部１０１によって包まれている部分以外の
ヒータコア１の上面及び下面を挿入方向の端部に至るま
で支持する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　樹脂成形品であり、車室内に向かう空気が流れる空気通路（１２）が内部に形成される
ケース（１１）と、前記ケースに形成された挿入口（１００）から挿入されて前記ケース
の内部に前記空気通路を横断するように設けられ、前記空気通路を流れる空気を加熱する
加熱用熱交換器（１）と、を備える車両用空調装置であって、
　前記ケースの内部で前記加熱用熱交換器の挿入方向に延びるように前記挿入口（１００
）側の上下両端部それぞれに設けられる椀状のガイド部（１０１）と、
　前記ガイド部（１０１）の前記挿入方向側で、前記ケースの内部で内方に突出するとと
もに前記挿入方向に延びる凸条部（１０３，１０４）と、
を備え、
　前記加熱用熱交換器の前記挿入の際に、前記ガイド部（１０１）は、前記加熱用熱交換
器の上部及び下部のそれぞれを包むように支持して前記加熱用熱交換器の姿勢を保持し、
前記凸条部（１０３，１０４）の頂面は、前記ガイド部（１０１）によって包まれている
部分以外の前記加熱用熱交換器の上面及び下面のそれぞれを前記挿入方向の端部に至るま
で支持することを特徴とする車両用空調装置。
【請求項２】
　前記上下両端部それぞれに設けられる前記ガイド部（１０１ａ，１０１ｂ）を連絡する
ように上下方向に延設され前記加熱用熱交換器の一部を支持する板状の連絡部（１０２）
を備え、
　前記連絡部（１０２）は、前記挿入口（１００）の縁部から挿入方向に延びる幅が、前
記ガイド部（１０１ａ，１０１ｂ）の挿入方向長さよりも短いことを特徴とする請求項１
に記載の車両用空調装置。
【請求項３】
　前記凸条部（１０３，１０４，１０３Ａ，１０４Ａ）は、空気流れ方向に複数個並んで
配置されており、前記加熱用熱交換器の上面及び下面を支持していることを特徴とする請
求項１または請求項２に記載の車両用空調装置。
【請求項４】
　前記加熱用熱交換器（１）が挿入される前記挿入口（２０２）と、前記挿入口（２０２
）の前記上下両端部それぞれに設けられる前記ガイド部（２０３）と、前記ガイド部（２
０３）の前記挿入方向側で、前記挿入方向に延びる前記凸条部（２０６，２０８）とを有
し、前記ケース（１１Ａ）と別体に構成される部材であって、前記ケース（１１Ａ）に形
成された取付け口（１０２Ａ）に装着される熱交換器支持部材（２００）を備えることを
特徴とする請求項１から請求項３のいずれか一項に記載の車両用空調装置。
【請求項５】
　前記熱交換器支持部材（２００）は、前記加熱用熱交換器の上面を支持する前記凸条部
（２０６）を有する上部プレート部（２０５）と、前記加熱用熱交換器の下面を支持する
前記凸条部（２０８）を有する下部プレート部（２０７）と、前記上部プレート部（２０
５）及び前記下部プレート部（２０７）のそれぞれと前記ガイド部（２０３ａ，２０３ｂ
）とを連結するヒンジ部（２１１，２１２）とを備え、
　前記上部プレート部（２０５）及び前記下部プレート部（２０７）は、前記熱交換器支
持部材（２００）を前記ケース（１１Ａ）に装着した状態で、前記加熱用熱交換器（１）
を前記挿入口（２０２）から前記ケース（１１Ａ）内部に挿入するに伴って、前記それぞ
れのヒンジ部（２１１，２１２）を支点として外側に押し広げられることを特徴とする請
求項４に記載の車両用空調装置。
【請求項６】
　前記上部プレート部（２０５）及び前記下部プレート部（２０７）は、完全に前記押し
広げられたときに、前記ガイド部（２０３ａ，２０３ｂ）に対して係合する爪部（２１３
，２１４）をそれぞれ備えることを特徴とする請求項５に記載の車両用空調装置。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、車室内に送風される空気を暖める加熱用熱交換器を内蔵する車両用空調装置
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、車両用空調装置において、樹脂成形品であるケースの内部に加熱用熱交換器を備
える技術として、特許文献１に記載の装置が知られている。特許文献１に記載の装置では
、ヒータコア（加熱用熱交換器）は、ケースに形成された挿入口から挿入されてケース内
部の通路を横断するように奥深く配置される。このように挿入設置されたヒータコアにお
いては、特許文献１の図７に図示されるように、少なくとも挿入方向長さのヒータコアの
両端部、つまり、挿入口側端部及び挿入奥側端部において貼着されたパッキンがケース内
壁面との間で圧縮されることにより、シール性を確保している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第３３５３４２８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ヒータコアを備える車両用空調装置としての暖房能力を確保するためには、ケース内を
流れる空気が他部へ漏れることなくヒータコアで熱交換されるように、加熱用熱交換器と
ケースとの間を確実にシールすることが求められる。さらに、製品の競争力向上のために
は、組立て工数の低減を図ることも求められる。組立て工数低減のためには、加熱用熱交
換器とケースとの組立て性の向上が必要であり、この組立て性向上にとっては加熱用熱交
換器をケース内部に挿入するときの挿入し易さが良好であることが望ましい。
【０００５】
　特許文献１に記載の従来技術では、樹脂成形品であるケースには、金型から成形品を取
り出すために抜き勾配の設定が必要なため、ヒータコア挿入方向の長さが長くなるほど、
当該挿入方向の両端部においてパッキンの圧縮率の差が大きくなる。このため、当該挿入
方向の両端部のいずれかにおいて、パッキンが大きく圧縮されるので、ヒータコアの組立
て工程において、ヒータコアの挿入がし辛いという問題が発生し得る。なお、当該ケース
が２つの分割ケース部材を組み合わせて構成されている場合にも、個々の分割ケースにお
いて、２つの分割ケース部材の合わせ部と他端との間に抜き勾配が設定されるため、同様
に、パッキンの圧縮率の差が大きくなる現象が起こる。
【０００６】
　また、空気漏れ防止のためのシール性確保、及びヒータコアの挿入し易さの両方の要求
を満たすために、ヒータコアに貼着されてケースとヒータコアとのシールを行うパッキン
についてその板厚を厚くすることにより、ヒータコアを挿入するために必要な力を低下さ
せるという方法がある。しかしながら、この方法では、パッキンの厚みやそのシール代が
増加するため、空気が実際に流れる通路断面積を小さくしてしまうので、ヒータコアによ
る暖房能力を十分に確保できないという問題がある。
【０００７】
　そこで本発明は、上記問題点を鑑みてなされたものであり、ケース内部へ加熱用熱交換
器を装着する際の組立て性の向上と、加熱用熱交換器とケース内壁面のシール性の確保と
の両立を図る車両用空調装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために以下の技術的手段を採用する。すなわち、請求項１は、樹脂
成形品であり、車室内に向かう空気が流れる空気通路（１２）が内部に形成されるケース
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（１１）と、ケースに形成された挿入口（１００）から挿入されてケースの内部に空気通
路を横断するように設けられ、空気通路を流れる空気を加熱する加熱用熱交換器（１）と
、を備える車両用空調装置に係る発明であって、
　ケースの内部で加熱用熱交換器の挿入方向に延びるように挿入口（１００）側の上下両
端部それぞれに設けられる椀状のガイド部（１０１）と、ガイド部（１０１）の挿入方向
側で、ケースの内部で内方に突出するとともに挿入方向に延設される凸条部（１０３，１
０４）と、を備え、
　加熱用熱交換器の挿入の際に、ガイド部（１０１）は、加熱用熱交換器の上部及び下部
のそれぞれを包むように支持して加熱用熱交換器の姿勢を保持し、凸条部（１０３，１０
４）の頂面は、ガイド部（１０１）によって包まれている部分以外の加熱用熱交換器の上
面及び下面のそれぞれを挿入方向の端部に至るまで支持することを特徴とする。
【０００９】
　この発明によれば、ケースにおける挿入口側の上下両端部のそれぞれで椀状のガイド部
によって、加熱用熱交換器の上下両端部を包むように支持しながら、適正な姿勢で加熱用
熱交換器をケース内部の奥側へ挿入することができる。これにより、加熱用熱交換器の挿
入工程の過程で加熱用熱交換器が傾くことを抑制し、加熱用熱交換器の上面及び下面を上
下の凸条部で適切に支持させて、加熱用熱交換器の上面及び下面とケース側とのシール性
を確保することができる。さらに、凸条部は、その頂面で加熱用熱交換器の上面及び下面
を支持するため、加熱用熱交換器を支持するために接触する面積を小さくできる。この接
触面積の低減により、加熱用熱交換器をケース内部の奥深くに挿入するときの抵抗を低下
させることができ、加熱用熱交換器の挿入作業をスムーズに実施することができる。した
がって、ケース内部へ加熱用熱交換器を装着する際の組立て性の向上と、加熱用熱交換器
とケース内壁面のシール性の確保との両立が図れる車両用空調装置を提供できる。
【００１０】
　請求項２の発明によると、上下両端部それぞれのガイド部（１０１ａ，１０１ｂ）を連
絡するように上下方向に延設され、加熱用熱交換器の一部を支持する板状の連絡部（１０
２）を備え、連絡部（１０２）は、挿入口（１００）の縁部から挿入方向に延びる幅がガ
イド部（１０１ａ，１０１ｂ）の挿入方向長さよりも短いことを特徴とする。
【００１１】
　この発明によれば、連絡部の挿入方向の幅をガイド部の挿入方向長さよりも短くするこ
とにより、加熱用熱交換器の上下方向の中ほどに位置し熱交換に関わるコア部において、
連絡部によって支持される面積を小さくし、その分、ガイド部によって上部及び下部を支
持することで、挿入時の加熱用熱交換器の姿勢を整える機能を発揮することができる。し
たがって、シール性及び挿入操作性を確保するとともに、通風抵抗になり得る面積を低減
して熱交換性能を確保することができる。
【００１２】
　請求項３の発明によると、凸条部（１０３，１０４，１０３Ａ，１０４Ａ）は、空気流
れ方向に複数個並んで配置されており、加熱用熱交換器の上面及び下面を支持しているこ
とを特徴とする。この発明によれば、空気通路に形成する風漏れ防止のためのシール構造
を、空気流れ方向に複数段に設定することができる。これにより、ケース側と加熱用熱交
換器との間のシール性を強化でき、適切な暖房性能を確保することができる。
【００１３】
　請求項４の発明によると、加熱用熱交換器（１）が挿入される挿入口（２０２）と、挿
入口（２０２）の上下両端部それぞれに設けられるガイド部（２０３）と、ガイド部（２
０３）の挿入方向側で挿入方向に延びる凸条部（２０６，２０８）とを有し、ケース（１
１Ａ）と別体に構成される部材であって、ケース（１１Ａ）に形成された取付け口（１０
２Ａ）に装着される熱交換器支持部材（２００）を備えることを特徴とする。
【００１４】
　この発明によれば、ケースに対して別体の熱交換器支持部材を装着することにより、加
熱用熱交換器を上記の作用効果を奏するように支持することが可能になる。これにより、
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適用する車の大きさに応じた暖房能力の違い、寒冷地向け等の使用地域の違い、車種によ
る仕様の違い等に柔軟に対応可能な車両用空調装置を適用することができる。
【００１５】
　請求項５の発明によると、熱交換器支持部材（２００）は、加熱用熱交換器の上面を支
持する凸条部（２０６）を有する上部プレート部（２０５）と、加熱用熱交換器の下面を
支持する前記凸条部（２０８）を有する下部プレート部（２０７）と、上部プレート部（
２０５）及び下部プレート部（２０７）のそれぞれとガイド部（２０３ａ，２０３ｂ）と
を連結するヒンジ部（２１１，２１２）とを備え、
　上部プレート部（２０５）及び下部プレート部（２０７）は、熱交換器支持部材（２０
０）をケース（１１Ａ）に装着した状態で、加熱用熱交換器（１）を挿入口（２０２）か
らケース（１１Ａ）内部に挿入していくに伴って、それぞれのヒンジ部（２１１，２１２
）を支点として外側に押し広げられることを特徴とする。
【００１６】
　この発明によれば、加熱用熱交換器をケース内に挿入するときに凸条部が押し広げられ
るヒンジ部構造を備えることにより、装着前の別体の部品の状態では折りたたまれている
ので、部品の体格を小さくすることができる。これにより、部品管理用のスペースの低減
や運送費用の低減が図れ、樹脂成形品の場合には金型の小型化により、製品コストの低減
に多大な効果を奏する。
【００１７】
　請求項６の発明によると、上部プレート部（２０５）及び下部プレート部（２０７）は
、完全に前記押し広げられたときに、ガイド部（２０３ａ，２０３ｂ）に対して係合する
爪部（２１３，２１４）をそれぞれ備えることを特徴とする。
【００１８】
　この発明によれば、上記のヒンジ構造によって完全に押し広げられたときに、爪部の係
合によるロック機構によって上部プレート部及び下部プレート部の位置が固定されるため
、凸条部をガイド部に対して所望の位置に設定することができる。これにより、上記の作
用効果を確実に奏するように支持することが可能になる。
【００１９】
　なお、上記各手段の括弧内の符号は、後述する実施形態の具体的手段との対応関係を示
す一例であり、本発明の技術的範囲を限定するものではない。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明を適用した第１実施形態に係る車両用空調ユニットにおいて、ケース内に
ヒータコアを挿入して設置することを説明するための斜視図である。
【図２】ヒータコアが挿入設置される部位におけるケースの構成を説明するための断面図
である。
【図３】ヒータコアがケース内部に挿入設置された状態におけるヒータコアとケースの関
係を説明するための断面図である。
【図４】ケース内部に設けられた凸条部がヒータコアの下面に貼着されたパッキンを圧縮
する状態を示した断面図である。
【図５】ケース内部に設けられた凸条部がヒータコアの下面に当接する実施形態を示した
断面図である。
【図６】ケース内部に設けられた２本の凸条部がヒータコアの下面に当接する実施形態を
示した断面図である。
【図７】本発明を適用した第２実施形態において、ケースに装着される熱交換器支持部材
を説明するための斜視図である。
【図８】図７の熱交換器支持部材をケースに装着した状態を示す正面図である。
【図９】第２実施形態に係る熱交換器支持部材について、ヒータコアを支持する部分の開
放動作を説明するための側断面である
【図１０】図９におけるＸ－Ｘ切断面を矢視したときの状態を示す部分断面図である。
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【図１１】図９におけるＸＩ－ＸＩ切断面を矢視したときの状態を示す部分断面図である
。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下に、図面を参照しながら本発明を実施するための複数の形態を説明する。各形態に
おいて先行する形態で説明した事項に対応する部分には同一の参照符号を付して重複する
説明を省略する場合がある。各形態において構成の一部のみを説明している場合は、構成
の他の部分については先行して説明した他の形態を適用することができる。各実施形態で
具体的に組み合わせが可能であることを明示している部分同士の組み合わせばかりではな
く、特に組み合わせに支障が生じなければ、明示してなくとも実施形態同士を部分的に組
み合せることも可能である。
【００２２】
　（第１実施形態）
　本発明を適用した第１実施形態を図１～図６にしたがって説明する。図１は、第１実施
形態に係る車両用空調ユニット１０において、ケース１１内にヒータコア１を挿入して設
置することを説明するための斜視図である。
【００２３】
　車両用空調ユニット１０は、その外殻をケース１１で構成されており、例えば、大別し
て送風部と空調部を備えている。ケース１１は、複数のケース部材、例えば、第１のケー
ス部材１１ａと第２のケース部材１１ｂからなり、例えばポリプロピレンなどの樹脂成形
品である。これらのケース部材１１ａ，１１ｂは、金属ばね、ねじ等の締結手段によって
一体的に結合されて一つのケース１１を構成している。また、このケース１１は、車室内
に向かう空気が流れる空気通路１２を内部に形成し、内部にヒータコア１を有する空調部
を形成する空調ユニットケース、あるいはヒータユニットケースでもある。
【００２４】
　また、車両用空調ユニット１０は、車室内に向けて左右の吹出し口からそれぞれに温調
された空気を供給する車両用空調装置であってもよい。この場合、車両用空調ユニット１
０は、運転席側と助手席側において独立に空調設定を可変できる、いわゆる左右独立温度
コントロールを実現する。そして、車両用空調ユニット１０のケース１１内部には、左右
別々に温調された通風が混ざらないように中間仕切り板（図示せず）が設けられ、中間仕
切り板によってケース１１内部は、車両左右方向に二つの通風路に区画されている。
【００２５】
　車両用空調ユニット１０の送風部は、車室内または車室外の空気を空調部に送風するた
めの送風機を備え、送風機の吹出口は空調部の入口に至る送風通路と接続されている。送
風機は、例えば遠心多翼ファンとこれを駆動するモータとからなり、遠心多翼ファンの周
囲はスクロールケーシングで囲まれ、遠心多翼ファンの遠心方向に伸びるダクトによって
送風通路と連通している。
【００２６】
　空調部は、送風通路の全体を横断的に塞いで設けられたエバポレータと、エバポレータ
を通過してきた空気を加熱する加熱用熱交換器としてのヒータコア１と、エバポレータを
通過する空気が流れる冷風通路、温風と冷風の混合風量を調節するエアミックスドアと、
ヒータコア１を通過する空気が流れる温風通路と、温風と冷風が混合空間であるエアミッ
クスチャンバと、デフロスタ用ドアと、フェイス用ドアと、フット用ドアと、をケース１
１の内部に備えている。さらにケース１１には、冷風通路および温風通路の下流側に複数
個の吹出口が形成されており、ここでは、ケース吹出口の一例であるデフロスタ吹出口、
フェイス吹出口およびフット吹出口が設けられている。
【００２７】
　デフロスタ吹出口はケース１１の車両前方側の上部に位置する。インストルメントパネ
ルのフロントウィンドウガラス付近の車両前方部には、室内吹出口の一つであるデフロス
タ室内吹出口が設けられている。デフロスタ吹出口とデフロスタ室内吹出口は、曇り度合
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いを低減するために空調風がフロントウィンドウガラス等の室内側面に沿うように、デフ
ロスタ用ダクトによって接続されている。デフロスタ吹出口はデフロスタ用ドアによって
開閉制御される。
【００２８】
　フェイス吹出口はケース１１上部のデフロスタ吹出口よりも車両後方側に位置する。イ
ンストルメントパネルの車両後方側の前面には、車室内に露出する室内吹出口の一つであ
るフェイス室内吹出口が設けられている。フェイス吹出口とフェイス室内吹出口は、運転
席及び助手席の乗員の上半身に向けて空調風を吹き出すために、フェイス用ダクトによっ
て接続されている。フェイス吹出口はフェイス用ドアによって開閉制御される。
【００２９】
　フット吹出口はケース１１下部の車両後方側に位置する。乗員の足元には、室内吹出口
の一つであるフット室内吹出口が設けられている。フット吹出口とフェイス室内吹出口は
、運転席及び助手席の乗員の足元に向けて空調風を吹き出すために、フット用ダクトによ
って接続されている。フット吹出口はその開口断面積がフット用ドアによって開閉制御さ
れる。
【００３０】
　エバポレータは、例えば、ケース１１の車両前方側に位置し、冷凍サイクル内の膨張弁
で減圧された低温低圧の冷媒を送風機の送風を受けて内部で蒸発させる冷却用熱交換器で
ある。そして、冷媒が流れるチューブの周囲を通過する送風空気を冷却して下流の冷風通
路に冷風を供給する。ヒータコア１は、エバポレータよりも車両後方側の下部に位置し、
走行用エンジンの高温の冷却水を熱源として送風空気と熱交換させ、周囲を流れる空気を
加熱する加熱用熱交換器であり、エバポレータよりも空気流れ方向の下流側の通路を部分
的に塞ぐように配置されている。エアミックスドアは、その開度位置により、ヒータコア
１を通る温風の風量とヒータコア１を通過しない冷風の風量との比率を調節して、空調風
の温度調節を行う。
【００３１】
　温風通路は、車両前方側に傾いた形態で、ケース１１の下部から上方のエアミックスチ
ャンバに向けて延びるように形成されている。温風通路は、ケース１１の車両左右方向全
体に亘る幅寸法を有し、その幅寸法は車両前後方向の寸法よりも大きくなっている。つま
り、温風通路は、前後方向に薄く、横長で上下方向に長い扁平状の通路を呈している。フ
ェイス吹出口及びデフロスタ吹出口はエアミックスチャンバに臨む開口である。フット吹
出口は温風通路に臨む開口である。各吹出口から吹き出される空調風は、接続された各ダ
クト内を通って車室内の所定の室内吹き出し部位に供給されることになる。送風機、エア
ミックスドア、デフロスタ用ドア、フェイス用ドア及びフット用ドアの作動は、制御装置
によって制御される。
【００３２】
　（本実施形態の特徴部の説明）
　図１に示すように、ヒータコア１は、第１のケース部材１１ａに形成された挿入口１０
０から挿入され、奥側に位置する第２のケース部材１１ｂの内壁に形成された連絡部１０
５及び各支持部１０６，１０７，１０８，１０９に当接するまで押し込まれ、空気通路１
２を横断するように設置される。
【００３３】
　図２は、ヒータコア１が挿入設置される部位におけるケース１１の構成を説明するため
の断面図である。図１及び図２に示すように、ケース１１は、第１のケース部材１１ａの
開口端部と第２のケース部材１１ｂの開口端部とを、ヒータコア１の挿入方向長さの中央
部分で組み合わせ、固定接合して一体に構成されている。すなわち、ケース１１の当該挿
入方向長さの中央には、第１のケース部材１１ａと第２のケース部材１１ｂの合わせ面が
位置している。
【００３４】
　両方のケース部材１１ａ，１１ｂは、例えば、ポリプロピレン等からなる樹脂成形品で
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あり、金型を用いて成形されるため、それぞれのケース内壁面に金型から成形品を取り出
すための抜き勾配を必要とする。第１のケース部材１１ａは、この抜き勾配により、例え
ば、ヒータコア１を挿入する挿入方向（以下、単に「挿入方向」ともいう）の端部に位置
する開口部が、その反対側の端部の開口である挿入口１００よりも大きくなるように形成
されている。つまり、挿入口１００は、挿入方向端部の開口部よりも抜き勾配のために必
要な角度の設定分、小さくなっている。
【００３５】
　一方、第２のケース部材１１ｂは、この抜き勾配により、第１のケース部材１１ａとの
合わせ面を構成する、挿入方向の反対側の開口端部が、挿入方向端部の上下方向に延びる
内壁面の大きさよりも大きくなるように形成されている。つまり、挿入方向端部の当該内
壁面の大きさは、第２のケース部材１１ｂの合わせ部である挿入方向の反対側の開口部よ
りも抜き勾配のために必要な角度の設定分、小さくなっている。また、第１のケース部材
１１ａにおける挿入方向端部の開口部は、第２のケース部材１１ｂにおける反挿入方向端
部の開口部と合わせ部を構成するため、同等の大きさとなっている。抜き勾配設定のため
の構成により、図２に示すように、ケース１１においてヒータコア１が挿入設置される部
位の内壁面は、挿入方向について、中央部側が両端部よりも大きくなり、換言すれば、上
下方向の長さが長くなっている。
【００３６】
　ヒータコア１の挿入入り口側に位置する第１のケース部材１１ａには、ヒータコア１の
上下部を包むように支持する椀状のガイド部１０１が形成されている。椀状のガイド部１
０１は、挿入口１００の上端部側に設けられるガイド部１０１ａと、挿入口１００の下端
部側に設けられるガイド部１０１ｂとで、構成されている。両方のガイド部１０１ａ，１
０１ｂは、横断面形状が椀状であって、ケース１１の内部でヒータコア１の挿入方向に延
びるように形成されている。
【００３７】
　上部のガイド部１０１ａと下部のガイド部１０１ｂとは、挿入口１００の縁部から挿入
方向に起立する連絡部１０２によって連絡されている。連絡部１０２は、ガイド部１０１
ａとガイド部１０１ｂを接続する上下に延びるリブであり、空気流れ方向に並ぶ二つのリ
ブで構成されている。また、連絡部１０２の挿入方向長さは、ガイド部１０１ａ，１０１
ｂの挿入方向長さよりも短く形成されている。以上の構成により、挿入口１００の縁部全
周は、上部のガイド部１０１ａ及び下部のガイド部１０１ｂと、空気流れ方向両サイドの
二つの連絡部１０２と、で囲まれるような形態で連続的につながっている。
【００３８】
　この構成により、ケース１１内部に挿入設置されるヒータコア１は、その挿入方向反対
側の端部全周がこれらの連続的につながる部分によって取り囲まれて、包まれるように支
持されている。また、ガイド部１０１ａ、ガイド部１０１ｂ及び連絡部１０２は、第１の
ケース部材１１ａに一体に成形されている。
【００３９】
　ケース１１には、ガイド部１０１よりも挿入方向側（ケース１１の奥側）で、ケース１
１の内部で内方に突出するとともに挿入方向に延びる凸条部１０３，１０４が形成されて
いる。凸条部１０３は、第１のケース部材１１ａにおける上下両方の内壁面にそれぞれ内
方に向かって突出している。凸条部１０３ａは、上部のガイド部１０１ａにおける挿入方
向側端部に隣接する位置から、第１のケース部材１１ａの挿入方向端部（第２のケース部
材１１ｂとの合わせ部）に至るまで連続して、第１のケース部材１１ａ上部の内壁面から
内方に向かって突出する板状のリブである。凸条部１０３ｂは、下部のガイド部１０１ｂ
における挿入方向側端部に隣接する位置から、第１のケース部材１１ａの挿入方向端部（
第２のケース部材１１ｂとの合わせ部）に至るまで連続して、第１のケース部材１１ａ下
部の内壁面から内方に向かって突出する板状のリブである。
【００４０】
　凸条部１０４は、第２のケース部材１１ｂにおける上下両方の内壁面にそれぞれ内方に
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向かって突出している。凸条部１０４ａは、第２のケース部材１１ｂにおける第１のケー
ス部材１１ａとの合わせ部の上部で凸条部１０３ａに接触するように隣接し、第２のケー
ス部材１１ｂにおける挿入方向端部の内壁面に至るまで直線状につながっており、第２の
ケース部材１１ｂ上部の内壁面から内方に向かって突出する板状のリブである。凸条部１
０４ｂは、第２のケース部材１１ｂにおける第１のケース部材１１ａとの合わせ部の下部
で凸条部１０３ｂに接触するように隣接し、第２のケース部材１１ｂにおける挿入方向端
部の内壁面に至るまで直線状につながっており、第２のケース部材１１ｂ下部の内壁面か
ら内方に向かって突出する板状のリブである。
【００４１】
　凸条部１０３ａと凸条部１０４ａは、内方に突出する頂面の上下方向位置が一致する同
じ高さのリブである。凸条部１０３ｂと凸条部１０４ｂは、内方に突出する頂面の上下方
向位置が一致する同じ高さのリブである。また、凸条部１０３ａと凸条部１０３ｂは、第
１のケース部材１１ａに一体に成形されている。凸条部１０４ａと凸条部１０４ｂは、第
２のケース部材１１ｂに一体に成形されている。
【００４２】
　ガイド部１０１ａまたは１０１ｂの挿入方向長さＬ１は、凸条部１０３ａまたは１０３
ｂの挿入方向長さＬ２よりもかなり短い長さであり、例えば、Ｌ２の半分以下に設定して
いる。特に、ガイド部１０１ａまたは１０１ｂの挿入方向長さＬ１は、凸条部１０３ａま
たは１０３ｂの挿入方向長さＬ２と挿入方向長さＬ１の和の２０～３０％の長さになるよ
うに設定することが好ましい。このような長さでも、ヒータコア１をケース内部に挿入す
る際に、ヒータコア１の上部タンク４及び下部タンク５を支持して、ヒータコア１の姿勢
を適切に保持することができるのである。
【００４３】
　第２のケース部材１１ｂの挿入方向端部に位置する内壁面には、複数の支持部１０６，
１０７，１０８，１０９が上下方向に並ぶように所定の位置に形成されている。これらの
支持部１０６～１０９は、上下方向に延び、内方に突出するリブである連絡部１０５を間
に介してつながっている。支持部１０６は、ヒータコア１がケース１１内に挿入設置され
た状態で、ヒータコア１における挿入方向端面を支持する基台部と、基台部から反挿入方
向に延びる形状でヒータコア１の挿入方向端部における空気流れ方向側の側部を支持する
側部支持片１０６ａと、を備える略Ｌ字状の部材である。
【００４４】
　支持部１０７は、支持部１０６よりも下方の所定の位置に設けられ、ヒータコア１がケ
ース１１内に挿入設置された状態で、ヒータコア１における挿入方向端面を支持する基台
部と、基台部から反挿入方向に延びる形状でヒータコア１における空気流れ方向の側部及
びその反対側の側部を支持する一対の側部支持片１０７ａと、を備えるコの字状の部材で
ある。支持部１０８は、支持部１０７よりも下方の所定の位置に設けられ、ヒータコア１
がケース１１内に挿入設置された状態で、ヒータコア１における挿入方向端面を支持する
基台部と、基台部から反挿入方向に延びる形状でヒータコア１における空気流れ方向の側
部及びその反対側の側部を支持する一対の側部支持片１０８ａと、を備えるコの字状の部
材である。支持部１０９は、支持部１０８よりも下方の所定の位置に設けられ、ヒータコ
ア１がケース１１内に挿入設置された状態で、ヒータコア１における挿入方向端面を支持
する基台部と、基台部から反挿入方向に延びる形状でヒータコア１における空気流れ方向
の反対側の側部を支持する側部支持片１０９ａと、を備える略Ｌ字状の部材である。
【００４５】
　ヒータコア１は、エンジンの冷却水が流通するチューブ及びアウターフィンを交互に積
層配置して構成されるコア部２と、各チューブの端部と接続されてチューブ内部と内部空
間が連通する上部タンク４および下部タンク５と、エンジン側からのエンジン冷却水が上
部タンク４の内部に流入する流入用パイプ３と、エンジン冷却水が下部タンク５の内部か
ら外部に流出する流出用パイプ７と、を備えている。ヒータコア１には、所定の箇所に複
数のパッキン６が貼着されている。複数のパッキン６ａ～６ｄは、外力により変形する弾



(10) JP 2012-144081 A 2012.8.2

10

20

30

40

50

性を有する部材であり、例えばエラストマー、ウレタン等で形成されている。
【００４６】
　パッキン６ａは、ヒータコア１における挿入方向反対側の端部の外周を取り囲むように
設けられている。すなわち、パッキン６ａは、ヒータコア１の挿入方向反対側の端部にお
いて、上部タンク４と、コア部２における空気流れ方向の側部及びその反対側の側部と、
下部タンク５と、に亘って覆う環状のシール部材である。パッキン６ｂは、ヒータコア１
における挿入方向端部の外周を取り囲むように設けられている。すなわち、パッキン６ｂ
は、ヒータコア１の挿入方向端部において、上部タンク４と、コア部２における空気流れ
方向の側部及びその反対側の側部と、下部タンク５と、に亘って覆う環状のシール部材で
ある。
【００４７】
　パッキン６ｃは、上部タンク４の上面に貼着される棒状のシール部材である。パッキン
６ｃは、その挿入方向長さがパッキン６ａ及び６ｂを除くヒータコア１の挿入方向長さと
同等であり、空気流れ方向の幅が上部タンク４の幅よりもかなり小さく、凸条部１０３ａ
，１０４ａの頂面で圧接され得る程度の幅に形成されている。パッキン６ｄは、下部タン
ク５の上面に貼着される棒状のシール部材である。パッキン６ｄは、その挿入方向長さが
パッキン６ａ及び６ｂを除くヒータコア１の挿入方向長さと同等であり、空気流れ方向の
幅が下部タンク５の幅よりもかなり小さく、凸条部１０３ｂ，１０４ｂの頂面で圧接され
得る程度の幅に形成されている。
【００４８】
　次に、ヒータコア１をケース１１の内部に挿入設置する組み付け作業について説明する
。図３は、ヒータコア１がケース１１内部に挿入設置された状態におけるヒータコア１と
ケース１１の関係を説明するための断面図である。
【００４９】
　ヒータコア１をケース１１の内部に挿入設置するときには、ヒータコア１の流入用パイ
プ３及び流出用パイプ７を後尾にしてその反対側のヒータコア１の側部を先頭にした姿勢
で挿入口１００からケース１１内部に挿入する。このとき、まず、ヒータコア１の挿入方
向端部がガイド部１０１ａ，１０１ｂ及び連絡部１０２で保持されるため、ヒータコア１
が挿入方向へ進むときの傾きが抑制される。したがって、仮にヒータコア１を傾いた状態
で挿入し始めても、ガイド部１０１ａ，１０１ｂ及び連絡部１０２の保持機構により、ヒ
ータコアの挿入時の姿勢は適正に補正され得る。
【００５０】
　この適正な姿勢に保つ保持機能は、さらにヒータコア１を奥側に挿入し進めても効果を
発揮しつづけ、この機能に伴い、上部タンク４の上面及び下部タンク５の下面において、
所定の位置でパッキン６ｃ，６ｄを圧接させることに寄与する。図４は、ケース１１内部
に設けられた凸条部１０３，１０４がヒータコア１の下面に貼着されたパッキン６ｄに当
接して圧縮する状態を示した断面図である。図４に図示するように、凸条部１０３，１０
４は、パッキン６ｃ，６ｄにおける空気流れ方向の中央部に確実に押し当てられ、パッキ
ン６ｃ，６ｄに所望の圧縮力を提供することができる。
【００５１】
　そして、図３は、ヒータコア１の挿入方向端部の端面が支持部１０６～１０９の基台部
及び連絡部１０５に突き当たるまでヒータコア１をケース１１内部に挿入した状態である
。この状態までヒータコア１を押し込むと、ヒータコア１の挿入方向端部の端面は支持部
１０６～１０９の基台部及び連絡部１０５に支持されるとともにシール構造を構成し、当
該挿入方向端部における空気流れ方向の側部は一方の側部支持片１０６ａ、１０７ａ及び
１０８ａに支持され、当該挿入方向端部における反空気流れ方向の側部は他方の側部支持
片１０７ａ、１０８ａ及び１０９ａに支持されることになる。
【００５２】
　さらに、上部タンク４の上面は、凸条部１０３ａ及び１０４ａに支持されるとともに挿
入方向に延びる線状のシール構造を構成し、下部タンク５の下面は、凸条部１０３ｂ及び
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１０４ｂに支持されるとともに挿入方向に延びる線状のシール構造を構成する。さらに挿
入方向端部の反対側の端部においては、上部タンク４における流入用パイプ３側の端部を
ガイド部１０１ａが上部タンク４を上から抱えるように支持し、下部タンク５における流
出用パイプ７側の端部をガイド部１０１ｂが下部タンク５を下から抱えるように支持する
とともに、コア部の両側面を連絡部１０２が挟むように支持する。
【００５３】
　このように、ヒータコア１における挿入方向反対側の端部は、上部タンク４及び下部タ
ンク５を支持してヒータコア１の姿勢を適正に保つ機能を発揮するとともに、風漏れ防止
の機能を奏する。さらに、この部分よりも挿入方向奥側では長い部分に亘って、幅の広い
面による面シール構造ではなく、リブの頂面による非常に幅の狭い部分でのシール構造を
構成することにより、確実なシール部の構成によって確実なシール性を発揮するとともに
、ヒータコア１をケース１１の内部に挿入する際の抵抗力を小さくし、挿入性を良好な状
態にすることができる。
【００５４】
　図５はケース１１内部に設けられた凸条部１０３，１０４がヒータコア１の下面に当接
する実施形態を示した断面図である。図５に図示するように、ヒータコア１の上面及び下
面と凸条部１０３，１０４との間の寸法関係を調整することにより、凸条部１０３，１０
４の頂面がヒータコア１の外面との間に隙間を生じることなく適正に圧接し、本実施形態
で用いているパッキン６ｃ，６ｄを不要とすることもできる。
【００５５】
　図６はケース１１内部に設けられた２本の凸条部１０３，１０４，１０３Ａ，１０４Ａ
がヒータコア１の下面に当接する実施形態を示した断面図である。図６に図示するように
、ヒータコア１の上面及び下面と接触する凸条部は、空気流れ方向に所定間隔をあけて並
ぶ２個以上のリブからなる。このように空気流れ方向に並ぶ複数個の凸条部が上部タンク
４の上面や下部タンク５の下面に直接圧力を加えるように当接することにより、空気流れ
方向のシール部が複数段に構成されて、シール性を強化でき、適切な暖房性能を確保する
ことができる。したがって、この構成によってもヒータコア１を支持するために接触面積
の低減の効果を奏し、また本実施形態で用いているパッキン６ｃ，６ｄを不要とする構成
もとり得る。
【００５６】
　本実施形態の車両用空調ユニット１０がもたらす作用効果について以下に述べる。車両
用空調ユニット１０は、ケース１１の内部でヒータコア１の挿入方向に延びるように挿入
口１００側の上下両端部それぞれに設けられる椀状のガイド部１０１と、ガイド部１０１
よりも挿入方向側で、ケース１１の内部で内方に突出するとともに挿入方向に延設される
凸条部１０３，１０４と、を備えている。ヒータコア１の挿入の際に、ガイド部１０１は
、ヒータコア１の上部及び下部のそれぞれを包むように支持してヒータコア１の姿勢を保
持し、凸条部１０３，１０４は、その頂面が、ガイド部１０１によって包まれている部分
以外のヒータコア１の上面及び下面を挿入方向の端部に至るまで支持する。
【００５７】
　従来のヒータコアを内蔵する空調ユニットでは、暖房性能を確保するために、ヒータコ
アの上面及び下面とケース側とのシール性を確保して風漏れ等を防止する必要がある一方
、シール性の確保を重視してパッキンを大きく圧縮させると、ヒータコアをケース内に挿
入設置する組立て工程において、ヒータコアの挿入がし辛いという問題が発生し得る。
【００５８】
　そこで、本実施形態の構成によれば、ケース１１における挿入口側の上下両端部のそれ
ぞれで椀状のガイド部１０１ａ，１０１ｂによって、ヒータコア１の上下両端部を包むよ
うに支持しながら、ヒータコア１をケース１１内部の奥側へ挿入することができる。これ
により、ヒータコア１の挿入工程の過程でヒータコア１の傾きを抑制して、ヒータコア１
の上面及び下面を上下の凸条部１０３，１０４で適切に支持させ、ヒータコア１の上面及
び下面とケース側とのシール性を確保することができる。また、このようにヒータコア１
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の傾きを抑制することにより、ヒータコア１の挿入設置工程の際に、ヒータコア１が傾く
ことによって、シール性向上のために貼着されているパッキンが破れてしまう事態を回避
することができる。
【００５９】
　さらに、凸条部１０３，１０４は、いわゆるリブであり、その頂面でヒータコア１の上
面及び下面を支持することにより、ヒータコア１を支持するために接触する面積を小さく
できる。この接触面積の低減により、ヒータコア１をケース１１内部の奥深くに挿入する
ときの抵抗を低下させることができ、ヒータコア１の挿入作業をスムーズに実施すること
ができる。したがって、ケース１１内部へヒータコア１を装着する際の組立て性（挿入性
を含む）の向上と、ヒータコア１とケース１１側との間のシール性の確保との両立を図る
製品を提供することができる。
【００６０】
　また、ヒータコア１における反挿入方向の端部を支持するガイド部１０１は、その挿入
方向長さが凸条部１０３，１０４の半分以下である。これによれば、ヒータコア１の挿入
設置工程時にヒータコア１の姿勢を適正にする機能を確保し、凸条部１０３，１０４の適
切な支持によるシール構造をできるとともに、面接触によるパッキン等を圧縮する面積を
低減できることでヒータコア１の挿入性の向上が図れる。
【００６１】
　また、車両用空調ユニット１０は、上下両端部それぞれのガイド部１０１ａ，１０１ｂ
を連絡するように上下方向に延設されてヒータコア１の一部を支持する板状の連絡部１０
２を備える。この連絡部１０２は、挿入口１００の縁部から挿入方向に延びる幅がガイド
部１０１ａ，１０１ｂの挿入方向長さよりも短く形成されている。
【００６２】
　この構成によれば、連絡部１０２の挿入方向幅をガイド部１０１ａ，１０１ｂの挿入方
向長さよりも短くすることにより、ヒータコア１の上下方向の中ほどに位置し熱交換に関
わるコア部２において、連絡部１０２によって支持される面積を小さくし、その分、ガイ
ド部１０１ａ，１０１ｂによって上部タンク４及び下部タンク５を支持することで、挿入
時のヒータコア１の姿勢を整える機能を発揮させることができる。これにより、上記のシ
ール性及び挿入操作性の確保の効果を奏しつつ、通風抵抗になり得る面積を低減して熱交
換性能を発揮させることができる。
【００６３】
　（第２実施形態）
　第２実施形態では、ガイド部、連絡部及び凸条部を備えるケース１１Ａとは別体の熱交
換器支持部材２００を用いる例について図７～図１１を参照して説明する。
【００６４】
　図７は、第２実施形態において、ケース１１Ａに装着される熱交換器支持部材２００を
説明するための斜視図である。図８は図７の熱交換器支持部材２００をケース１１に装着
した状態を示す正面図である。
【００６５】
　図７に示すように、熱交換器支持部材２００は、挿入口２０２が開口された平板状の取
付けフレーム２０１と、挿入口２０２の上端部側に設けられるガイド部２０３ａと、挿入
口２０２の下端部側に設けられるガイド部２０３ｂと、ガイド部２０３ａとガイド部２０
３ｂを接続し上下に延びる連絡部２０４と、凸条部２０６を有する上部プレート部２０５
と、凸条部２０８を有する下部プレート部２０７と、を一体に備えて構成されている。
【００６６】
　ガイド部２０３ａ，２０３ｂは、第１実施形態のガイド部１０１ａ，１０１ｂに対応し
、同様の形状であり同様の作用効果を奏する。連絡部２０４は、第１実施形態の連絡部１
０２に対応し、同様の形状であり同様の作用効果を奏する。凸条部２０６は、第１実施形
態の凸条部１０３ａに対応し、同様の形状であり同様の作用効果を奏する。凸条部２０８
は、第１実施形態の凸条部１０３ｂに対応し、同様の形状であり同様の作用効果を奏する
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。上部プレート部２０５は、ガイド部２０３ａの挿入方向端部から挿入方向に延びる部分
であり、その長さは、第１実施形態の凸条部１０３ａと同等である。下部プレート部２０
７は、ガイド部２０３ｂの挿入方向端部から挿入方向に延びる部分であり、その長さは、
第１実施形態の凸条部１０３ｂと同等である。したがって、熱交換器支持部材２００を装
着するケース１１Ａには、凸条部１０４ａ及び１０４ｂが形成されている。
【００６７】
　図８に示すように、熱交換器支持部材２００は、取っ手２１０を持って、取付けフレー
ム２０１に形成された複数の爪部２１をケース１１Ａ側の嵌合部に嵌め込むとともに、ケ
ース１１Ａに開口した取付け口１０２Ａに取付けフレーム２０１を嵌め込む。そして、固
定部２０９にねじを差し込んで締結することにより、熱交換器支持部材２００はケース１
１Ａに装着完了する。
【００６８】
　熱交換器支持部材２００は、ヒータコア１を支持する部分である上部プレート部２０５
及び下部プレート部２０７がそれぞれ開閉する機構を備えている。図９は、熱交換器支持
部材２００についてヒータコア１を支持する部分の開放動作を説明するための側断面であ
る。図９に示すように、上部プレート部２０５及び下部プレート部２０７は、二点鎖線で
示す位置から、実線で示す位置まで、外側に向けて開く構造となっている。図８に示すよ
うに、熱交換器支持部材２００をケース１１Ａに装着し、ヒータコア１を挿入する前の状
態では、上部プレート部２０５及び下部プレート部２０７は、二点鎖線で示す閉じた位置
にある。
【００６９】
　上部プレート部２０５は、椀状のガイド部２０３ａとヒンジ部２１１によって連結され
ている。下部プレート部２０７は、椀状のガイド部２０３ｂとヒンジ部２１２によって連
結されている。挿入口２０２からヒータコア１の挿入方向端部が挿入されると、当該挿入
方向端部の端面が上部プレート部２０５及び下部プレート部２０７を押し広げようとし、
ヒンジ部２１１及び２１２のそれぞれを支点として上部プレート部２０５と下部プレート
部２０７が図９の如く開放し、ヒータコア１に進入に伴い、第１のケース部材１１ａの内
壁面に当接する。
【００７０】
　図１０は、上部プレート部２０５が完全に開放してロックされた状態であり、図９にお
けるＸ－Ｘ切断面を矢視したときの状態を示す部分断面図である。図１１は、下部プレー
ト部２０７が完全に開放してロックされた状態であり、図９におけるＸＩ－ＸＩ切断面を
矢視したときの状態を示す部分断面図である。
【００７１】
　図１０に示すように、上部プレート部２０５における空気流れ方向の端部及びその反対
側端部に爪部２１３が形成されている。この爪部２１３は、ガイド部２０３ａの嵌合部に
嵌め込まれることにより、上部プレート部２０５が完全に開放した状態でロック機構を構
成する。
【００７２】
　図１１に示すように、下部プレート部２０７における空気流れ方向の端部及びその反対
側端部に第１のケース部材１１ａに向けて突出する爪部２１４が形成されている。この爪
部２１４は、ガイド部２０３ｂの嵌合部に嵌め込まれることにより、下部プレート部２０
７が完全に開放した状態でロック機構を構成する。
【００７３】
　また、ガイド部２０３ａの内壁面には、上部タンク４の側面に当接して押圧する挿入方
向に延びるリブ２０３ａ１が左右に形成されている。また、ガイド部２０３ｂの内壁面に
は、下部タンク５の側面に当接して押圧する挿入方向に延びるリブ２０３ｂ１が左右に形
成されている。
【００７４】
　第２実施形態によれば、車両用空調ユニット１０は、ケース１１Ａと別体に構成される
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部材であって、ケース１１Ａに形成された取付け口１０２Ａに装着される熱交換器支持部
材（２００）を備える。
【００７５】
　この構成によれば、ケース１１Ａに対して別体の熱交換器支持部材２００を装着するこ
とにより、ヒータコア１を前述した様々な作用効果を奏するように支持することができる
。これにより、適用する車の大きさ（小型車、大型車等）に応じた暖房能力の違い、一般
地向けや寒冷地向け等の使用地域の違い、車種による必要性能や仕様の違い等に柔軟に対
応可能な車両用空調装置を適用することができる。また、ヒータコア１のサイズ違いに対
して、サイズの異なる熱交換器支持部材２００を適宜選択することにより、各種のケース
に装着可能となり、部品の共用化や管理部品の低減を図ることができる。
【００７６】
　また、熱交換器支持部材２００は、ヒータコア１の上面を支持する凸条部２０６を有す
る上部プレート部２０５と、ヒータコア１の下面を支持する凸条部２０８を有する下部プ
レート部２０７と、上部プレート部２０５及び下部プレート部２０７のそれぞれとガイド
部２０３ａ，２０３ｂとを連結するヒンジ部２１１，２１２とを備えて構成されている。
上部プレート部２０５及び下部プレート部２０７は、熱交換器支持部材２００をケース１
１Ａに装着した状態で、ヒータコア１を挿入口２０２からケース１１Ａ内部に挿入してい
くに伴い、それぞれのヒンジ部２１１，２１２を支点として外側に押し広げられるように
なる。
【００７７】
　本実施形態では、ヒータコア１をケース１１Ａ内に挿入するときに凸条部２０６，２０
８が押し広げられるヒンジ部構造を備えることにより、熱交換器支持部材２００は装着前
の別体の部品状態では折りたたまれているので、部品体格の小型化が可能である。これに
より、部品管理用のスペースの低減や運送費用の低減が図れ、さらに熱交換器支持部材２
００が樹脂成形品の場合には金型の小型化により、製品コストの低減が期待でき製品競争
力の向上が図れる。
【００７８】
　また、ヒータコア１の挿入時に上記のヒンジ部構造によって完全に押し広げられたとき
に、爪部２１３，２１４の係合によるロック機構によって上部プレート部２０５及び下部
プレート部２０７の位置が固定されるため、凸条部２０６，２０８をガイド部２０３ａ，
２０３ｂに対して所望の位置に設定することができる。これにより、上記した作用効果を
確実に奏するようにヒータコア１を支持することが可能になる。
【００７９】
　（他の実施形態）
　以上、本発明の好ましい実施形態について説明したが、本発明は上述した実施形態に何
ら制限されることなく、本発明の主旨を逸脱しない範囲において種々変形して実施するこ
とが可能である。
【００８０】
　上記実施形態では、ヒータコア１が内蔵されるケース１１は、複数の分割ケース部材を
組み合わせて形成される形態であるが、このような形態に限定されるものではなく、挿入
方向長さの途中において合わせ部を有さない一つのケースであってもよい。このようなケ
ースである場合でも、樹脂成形品である以上、抜き勾配の設定はもちろん必要である。
【００８１】
　上記実施形態において、図２及び図３に図示するように、ガイド部１０１ａの内壁面と
凸条部１０３ａが設けられている部位のケース１１の内壁面との間に、段差が設定されて
いるが、両者のつなぎ部をこのような段差がなく斜面等の滑らかな連続面でつなぐように
してもよい。
【００８２】
　上記実施形態において車両用空調ユニット１０は、車室内に向けて左右の吹出し口から
それぞれに温調された空気を供給する左右独立温度コントロールを提供する装置以外にも
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適用できるものである。
【符号の説明】
【００８３】
　１…ヒータコア（加熱用熱交換器）
　１１，１１Ａ…ケース
　１２…空気通路
　１００，２０２…挿入口
　１０１，１０１ａ，１０１ｂ，２０３，２０３ａ，２０３ｂ…ガイド部
　１０２…連絡部
　１０３，１０４，１０３Ａ，１０４Ａ，２０６，２０８…凸条部
　２００…熱交換器支持部材
　２０５…上部プレート部
　２０７…下部プレート部
　２１１，２１２…ヒンジ部
　２１３，２１４…爪部

【図１】 【図２】



(16) JP 2012-144081 A 2012.8.2

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】 【図８】



(17) JP 2012-144081 A 2012.8.2

【図９】 【図１０】

【図１１】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

